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本
研
究
の
目
的
は
、
雑
誌
『
家
の
光
』
を
対
象
と
し
、
流
通
機
構
や
誌
面
内
容
な
ど
を
中
心
に
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
普
及
や
受
容
の
あ
り
よ
う
を
検
討
し
、
昭
和
前
期
の
農
村
社
会
に
お
い
て
い
か
な
る
読
書
空
間
を
成
立
さ
せ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
『
家
の
光
』
は
、
大
正
十
四
年
に
産
業
組
合
（
農
協
の
前
身
組
織
）
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
、
昭
和
十
年
以
降
は
農
村
地
域
を
中
心
に
百
～
百
五
十
万
部
を
発
行
し
、
農
村
社
会
で
最
も
普
及
す
る
雑
誌
と
な
っ
た
。
『
家
の
光
』
に
よ
っ
て
、
活
字
文
化
は
農
村
社
会
を
含
め
て
大
衆
化
し
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
が
地
方
を
も
包
摂
す
る
も
の
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
研
究
で
は
『
家
の
光
』
が
多
数
の
読
者
を
獲
得
し
て
い
っ
た
経
緯
を
、
農
村
社
会
に
お
け
る
大
衆
的
な
読
書
空
間
が
用
意
さ
れ
て
い
く
過
程
と
し
て
捉
え
、
そ
の
機
構
や
様
態
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
を
試
み
る
。 
 
本
研
究
で
は
読
書
史
の
研
究
方
法
を
参
照
し
、
主
に
「
流
通
・
テ
ク
ス
ト
・
読
者
」
と
い
っ
た
三
つ
の
観
点
か
ら
、
資
料
の
調
査
・
分
析
に
基
づ
い
た
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
『
家
の
光
』
の
流
通
過
程
を
検
討
す
る
。
ま
ず
流
通
の
基
盤
と
し
て
母
体
で
あ
る
産
業
組
合
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
に
注
目
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
『
家
の
光
』
の
読
者
獲
得
の
軌
跡
を
辿
り
、
農
村
社
会
に
お
い
て
大
衆
化
し
て
い
く
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
、
誌
面
内
容
を
検
討
す
る
。
『
家
の
光
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
や
小
説
に
つ
い
て
、
同
時
代
的
文
脈
に
布
置
し
な
が
ら
読
み
解
く
と
と
も
に
、
編
集
の
あ
り
方
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
分
析
す
る
。
第
三
に
、
農
村
読
者
の
受
容
を
検
討
す
る
。
『
家
の
光
』
と
読
者
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
制
度
化
さ
れ
た
読
書
の
仕
組
み
や
、
読
者
を
動
員
す
る
シ
ス
テ
ム
を
捉
え
、
そ
の
上
で
読
者
に
よ
る
受
容
を
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
観
点
を
基
軸
に
据
え
、
全
四
章
十
五
節
構
成
で
考
察
し
た
。 
 
第
一
章
で
は
、
『
家
の
光
』
の
創
刊
期
（
大
正
十
四
年
～
昭
和
四
年
）
の
問
題
に
着
目
し
て
考
察
し
た
。
第
一
節
で
は
、
『
家
の
光
』
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
創
刊
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
を
、
母
体
で
あ
る
産
業
組
合
の
設
立
に
ま
で
遡
り
、
歴
史
的
・
社
会
的
文
脈
の
上
で
論
じ
た
。
第
二
・
三
節
で
は
、
誌
面
分
析
を
通
じ
て
、
創
刊
当
時
の
編
集
部
が
抱
え
た
課
題
や
、
雑
誌
と
し
て
見
定
め
た
方
向
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。 
 
第
二
章
で
は
、
『
家
の
光
』
の
普
及
や
流
通
を
可
能
と
し
た
基
盤
と
し
て
、
産
業
組
合
の
組
織
網
や
情
報
網
が
農
村
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
戦
略
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
た
。
第
一
か
ら
三
節
で
は
、
産
業
組
合
の
設
立
初
期
か
ら
時
系
列
的
に
メ
デ
ィ
ア
戦
略
の
動
向
を
辿
る
こ
と
で
そ
の
特
質
を
分
析
し
、
よ
り
大
衆
的
な
宣
伝
・
教
育
を
可
能
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
一
方
で
第
四
節
で
は
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ス
テ
ム
の
担
い
手
側
の
論
理
に
つ
い
て
も
論
じ
、
産
業
組
合
の
メ
デ
ィ
ア
的
な
展
開
が
、
農
村
大
衆
の
主
体
性
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
提
示
し
た
。 
 
第
三
章
で
は
、
『
家
の
光
』
が
普
及
し
て
い
く
経
緯
に
つ
い
て
、
発
展
期
（
昭
和
五
年
～
十
二
年
）
を
中
心
に
、
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
産
業
組
合
の
組
織
化
や
系
統
化
を
踏
ま
え
て
論
じ
た
。
第
一
節
で
は
、
『
家
の
光
』
が
、
産
業
組
合
の
確
立
し
た
メ
デ
ィ
ア
戦
略
に
基
づ
い
た
普
及
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
農
村
読
者
の
獲
得
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
事
例
に
沿
っ
て
検
討
し
た
。
第
二
節
で
は
、
産
業
組
合
の
反
対
勢
力
の
拡
大
を
背
景
と
し
た
青
年
団
活
動
の
活
発
化
が
、
普
及
を
促
す
契
機
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
長
野
県
の
事
例
を
中
心
に
据
え
て
論
じ
た
。
第
三
節
で
は
、
編
集
態
度
に
注
目
し
、
誌
面
改
良
の
軌
跡
を
辿
る
こ
と
を
通
じ
て
、
雑
誌
と
し
て
の
性
格
や
、
編
集
方
針
を
確
定
さ
せ
て
い
く
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
。 
 
第
四
章
で
は
、
『
家
の
光
』
の
農
村
読
者
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
主
に
普
及
拡
大
後
（
昭
和
九
年
以
降
）
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
し
た
。
第
一
・
二
節
で
は
、
読
者
に
支
持
さ
れ
た
と
さ
れ
る
賀
川
豊
彦
の
連
載
小
説
「
乳
と
蜜
の
流
る
ゝ
郷
」
の
テ
ク
ス
ト
を
分
析
対
象
と
し
、
編
集
側
と
作
者
側
の
両
面
か
ら
双
方
の
論
理
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
三
節
で
は
、
『
家
の
光
』
を
読
者
に
熟
読
玩
味
さ
せ
実
践
化
さ
せ
る
た
め
に
行
っ
て
い
た
施
策
に
つ
い
て
、
受
容
シ
ス
テ
ム
と
し
て
指
摘
し
た
。
第
四
・
五
節
で
は
、
時
局
の
変
化
に
伴
っ
て
、
母
体
で
あ
る
産
業
組
合
の
立
場
や
主
張
も
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
、
戦
時
下
に
お
い
て
国
策
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
機
能
し
て
い
た
可
能
性
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
。 
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論  文  名 雑誌『家の光』の研究 
 本論文は、農村に向けた大衆雑誌として大正 14 年に創刊された『家の光』を対象とし、主として
「流通」「テクスト」「読者」の三つの観点を軸に精細な分析を加えることをとおして、農村社会にお
ける活字メディアの大衆化、読書空間の形成の経緯を明らかにしたものである。全体は 4 章 15 節で
構成され、雑誌『家の光』に多様な角度から光が当てられている。 
 第 1章「『家の光』の創刊―農村向け大衆雑誌の誕生」は、とくに創刊期（大正 14年～昭和 4年）
の『家の光』を分析対象として、母体としての産業組合の意図を背景とした『家の光』創刊の経緯、
その誌面内容、また同誌の「伝説」特集に窺われる「農村」の把握の内実等の考察をとおして、始発
期の『家の光』が備える基本的性格を確認している。第 2 章「『家の光』普及の背景―産業組合のメ
ディア戦略」では、『家の光』が農村社会に広範に普及、流通する基盤として、産業組合による種々
のメディア戦略の問題が取り上げられ、その宣伝・教育活動をとおして農村大衆を包摂するメディ
ア・システムが形成される過程が時系列的に辿られる中で、『家の光』の大衆的な受容の背景が明ら
かにされている。第 3 章「『家の光』の普及過程―農村におけるメディアの大衆化」は、発展期（昭
和 5 年～12 年）を中心に、『家の光』の普及の経緯に考察を加える。『家の光』は産業組合の「百万
部普及計画」を背景に飛躍的に発行部数を増大させるが、産業組合による戦略的なメディア・システ
ムの構築の実態、編集者梅山一郎による誌面構成の性格その他を問題にすることによって、その広範
な読者の獲得の要因を解明している。第 4章「『家の光』と農村読者―発信される農村メディア」は、
普及拡大後の昭和 9年以降の『家の光』について、とくに農村読者との関係性を視点に据えた分析を
行う。そこでは、同誌に連載され多大の反響を呼び起こした賀川豊彦の小説「乳と蜜の流るゝ郷」の
性格と雑誌掲載の際の編集意図の関与、更に国策メディアとしての機能を強めていく経緯等の問題が
取り上げられ、戦時下における『家の光』をめぐる様々の状況が明らかにされている。 
 日本近代文学の研究領域においては従来からメディア環境の問題の重要性が認識され、これまで多
様な成果が挙げられてきているが、本論はとくに『家の光』を研究対象とすることによって、都市と
は異質な農村社会における大衆的な読書空間の形成過程について多くの新見を提示しており、斯学の
発展に寄与するところ大なるものがある。 
 よって本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められ
る。 
 
